
 

 

ワークショップ結果について 

 

1． 目的 

基本方針の策定にあたり、委員の意見を踏まえた検討を行うため、ワークショップ形式による意見交換

を行った。 

 

2． 意見交換の方法 

意見交換にあたっては、あらかじめ設定した 9 つのテーマに沿って、「これから取り組むべきと考えるア

イデア」を個人ワークとして検討してもらい、すべての意見を模造紙に張り出した。 

続いて、寄せられた意見の多さや委員意向を踏まえ、議論するテーマを以下４つに絞り、50 分間のグ

ループ討議を行った。 

なお、時間の都合で議論できなかった残り５つのテーマについては、寄せられた意見に基づいて検討

することを前提に、事務局に一任いただいた。 

 

◆委員会にて議論したテーマ 

 働く場を整える 

 育てる場を整える 

 いのちを守る 

 地域資源を活かす 

 

◆事務局で検討するテーマ 

 暮らす場を整える 

 老後の暮らしを守る 

 地域経済を守る 

 協働する 

 取組を伝える 

 

  



 

 

3． 意見要旨 

寄せられた意見の一覧は別添えのとおり。ここでは、各テーマごとに寄せられた意見を総括する。 

 

1) 働く場を整える 

寄せられた意見の数、委員意向ともに最も多く、極めて関心の高いテーマであった。 

意見で特徴的だったのは、雇用創出・起業支援両面において、農業への期待値が高かった点である。

当市経済をけん引してきた製造業の伸びが頭打ちになる中、これから伸びる可能性がある産業として農

業を挙げる声が多く見られた。これらに対する具体的な支援策としては、経営力ある農業法人の育成、吉

田高校アグリビジネス科との連携、新規就農者への農地・機材リースといったアイデアが寄せられている。 

その他の意見としては、工業団地の他産業利用、高校生等を対象に早期から起業マインドを育んでい

く取組や、引退した経営者等による起業支援といった意見が寄せられた。また、広島市が近い立地を活

かし、ベッドタウンとしての機能強化（交通環境の改善）に関する意見もみられた。 

 

2) 暮らす場を整える 

寄せられた意見には、清掃や公園整備等、美しい景観形成に関する意見が見られたほか、まちのコン

パクト化に関する意見もみられた。 

当初本テーマに寄せられると想定していた空き家活用に関する意見は見られなかった。この要因として、

本テーマの分野例として「生活環境・都市基盤」と記載したために、「住宅」のイメージが湧かなかったもの

と推察される。 

 

3) 育てる場を整える 

本テーマは「働く場」に次いで関心の高いテーマであった。 

子育て支援の意見としては、経済的支援に関するものは少なく、地域や身内のサポート体制を強化し

ていくアイデアが多く寄せられた。具体的なアイデアとしては、高齢者福祉施設との複合化による保育等

が寄せられている。また、地域サポートをする上ではお互いの信頼関係を構築しておく必要がある、との

認識から、他世代との交流機会創出を指摘する意見もみられた。 

学校教育の意見としては、学力もさることながらグローバル力や実践力・コミュニケーション力の育成と

いった意見が多く寄せられており、小学校からの一貫教育、特区制度等を活用した独自性ある教育プロ

グラムの実践といった具体策が見られた。 

 

  



 

 

4) いのちを守る 

防災分野では、平時におけるソフト面の備えを挙げる声が多く、自主防災組織の活動活性化、ハザー

ドマップ等の改善を指摘する意見が多く寄せられた。 

特に、ハザードマップについては、「現地で危険を感じるエリア」と「マップ上で危険個所として指定され

ているエリア」の間にズレがあり、現地で危険を感じるエリアの情報を追加していく必要性を指摘する意見

が特徴的であった。 

医療分野においては、地域医療の核である吉田病院の維持・充実に向け、行政による経済的支援を

指摘する意見が見られた。また、夜間・救急医療体制の充実を指摘する意見もみられた。 

 

5) 老後の暮らしを守る 

高齢者福祉分野では、地域福祉に関する意見と生きがいづくりに関する意見が多く寄せられた。地域

福祉においては、子育て支援同様、まずはお互いの信頼関係構築が重要であり、「もやい」の再構築を

指摘する意見が多く見られた。 

また、生きがいづくりでは、高齢者が社会・人と積極的にかかわっていけるような仕組みを求める意見が

見られたほか、農業においても単なる家庭菜園にとどまらず、福祉施設への販売、産直市の活用等、社

会と関わり収入にもつながるような仕組みの提案が見られた。 

 

6) 地域経済を守る 

寄せられた意見は地域内需要の創出に関するものが多く、病院食や福祉施設、給食等の地元産品利

用率を高めるほか、高校生等とタイアップした産直イベント、大手スーパーと連携した地元産品販売等の

意見が寄せられた。 

また、小規模店舗に対しては、地域通貨の活用等、ある程度の保護策が必要とする意見もみられた。 

 

7) 地域資源を活かす 

歴史・文化面の地域資源としては神楽、元就、サンフレッチェのほか、甲立古墳を推す意見が寄せられ

た。また、豊富に存在する森林を活用したエネルギー供給、里山保全に関する意見も寄せられた。空き

家については、住居としての活用はもとより、短期貸し（お盆、農繁期等）のような多面的利用に関する意

見が寄せられた。 

また、このような地域資源情報は、行政－事業者－地域等で共有できるような体制構築に関する意見

も寄せられた。 

 

  



 

 

8) 協働する 

地域活動分野においては、市が人口次世代の確保を目指すのなら、地域振興組織もそこを目指して

活動していくとの意見が寄せられた。また、地域課題解決に向け、振興組織と行政の更なる連携を指摘

する意見もみられた。 

多文化共生分野については、まずその活動内容のＰＲを行うとともに、「異文化の人が来たから何かす

る」ではなく、むしろ「来てもらう」意気込みで取り組んでいくべきとの意見が見られた。 

 

9) 取組を伝える 

ＰＲ分野では、ＰＲ専属部隊・部署の編成、出郷者との連携、マスコミ活用等により、ＰＲ体制を強化して

いく意見が多く寄せられた。 

また、観光面では、ガイド養成や宿泊施設整備、安芸高田ツアー立案等、観光受け入れ態勢の強化

に関する意見が多く寄せられた。なお、宿泊に関しては、イベント時等に民泊を受け入れる取組が進んで

おり、その積極展開に関する意見も寄せられた。 












